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１．序論 
この研究ノートの動機は、筆者が 2010 年以来、 
TDU の非常勤講師として「地球環境論：Social 
studies on environmental problems」を担当し、
毎年の履修生にひとつの共通現象を認識したこと
に起因する。それは、毎期末考査において出題する
環境配慮製品の開発・製造に関する設問に対する専
攻学科横断的な、応用能力不足を示す解答傾向につ
いてである。
その設問は下記の通りである；
「産業界における環境配慮製品の開発は地球環境
問題の課題解決の出発点であり駆動力となる。その
開発・設計から、資材調達、部材加工、製品製造、
販売、最終廃棄処分に至るライフサイクル諸過程の
うち環境負荷削減のために、あなたの専攻学科の視
点から見て応用可能又は効果的と思われる、科学、
技術、工学的な課題解決アイデアについて例を挙げ
て具体的に説明しなさい」
この出題に対する共通の解答傾向は、各専攻学科
の事例で説明できるにも拘わらず、焦点に当てた適
切な応用事例を取り上げた正答が少ないことであ
る。当初は講義内容に具体的工夫が不十分な可能性
を考慮し、講義期間中に複数の専攻学科について代
表的な環境配慮製品の事例を挙げ解説した。例えば
機械工学では自動車工業におけるエコカー設計・生
産技術、あるいは建築学関連では太陽光パネル使用
や省エネルギー型長寿命構造設計などを採用する
ZEB (Zero Emission Building：省エネルギー及び
二酸化炭素排出の最小化ビル設計) ほかを典型的
事例として取り上げた。しかし、この改善も満足で
きる正答を著しく増やすには至らなかった。
そこで更なる講義方法の改善を 2 つ取り入れた。 
①一つの産業について、地球環境問題の課題解決の
出発点であり駆動力となる開発・設計から、資源調
達、部材加工、製品製造、販売、最終処分に至る諸
過程を見学できる博物館を指定し、見学後の感想文
の提出を課した。（具体的には、都内の“紙の博物館”、
又は川崎市の“東芝未来科学館”の二者択一）、②地
球環境問題の理解を高めるため適切と思われる参
考文献を二つ示し、何れかについて読了後の小論文
提出を課した。（具体的には、東大名誉教授、惑星
科学者、松井孝典氏の本田財団における講演録「地
球の歴史と文明」、又は 1972 年ローマクラブ発表
の報告書、「成長の限界」のシステムダイナミクス
図式を含む二章抜粋、2 者択一） 
これ等二つの一問一答式の単独に取り上げた課題
に関する履修生の見学レポート及び文献読後・小論
文は概ね優れた学習状況を示している。しかし、そ
の好成果が前述の期末考査の応用課題に必ずしも
結びつかないのは何故であろうか？筆者は次の文
献が履修生たちの先述の応用能力不足と関係あり
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と考える。
米国の環境教育 NPO：The National 
Environmental Education 
Foundation’s Environmental Literacy の web 
掲載 Report ・抜粋； 
『 (Report defines an environmentally literate 
person as someone who “… makes informed 
decisions concerning the environment; is willing 
to act on these decisions to improve the 
well-being of other individuals, societies, and the 
global environment; and participates in civic life”. 
In short, an environmentally literate student has 
a basic understanding of environmental  issues 
and principles, and is able to leverage that 
knowledge to deal with the myriad social and 
environmental issues of today’s globalized 
world.)』 
２．本論 
筆者はこの 7 年間、期末考査問題への解答傾向
を省察し、履修生たちに実学と環境リテラシーの双
方について基本的な理解不足があると考えている。
そのため、実学と環境リテラシーの関係性の考察は
更に困難となっている。従って履修生は博物館の見
学報告や、参考文献の読後小論文を単独に取り上げ
た場合、比較的に良く解答できるが、専攻学科を事
例にした実学と環境リテラシーを結び付ける応用
課題についての考察は難しくなるようである。
工学は、科学・技術を社会にどう実装するかとい
う普遍的課題をもつ。履修生は地球環境問題及び人
間文明の持続可能性の課題が深刻化する現代社会
において工学、技術を学んでいる時代背景を真に理
解する必要がある。シラバスではそれを講義前半に
取りあげている。実学の定義は広辞苑、第 6 版に
よれば、①空理・空論で無い実践の学。②実際に役
立つ学問。応用を旨とする科学。法律学、経済学、
医学、工学の類とある。実学尊重の慶応義塾ホーム
ページは次の情報を開示している。『(福澤は「独立
自尊」を掲げ、何者にもよりすがることなく、また
既成概念にとらわれず合理的に考えることの重要
性を唱え、身をもってそれを示した。そして、常に
その基本においたのが「実学」の精神であり、福澤
にとって実学とは、単に日常に役立つ学問というこ
とではなく、人文・社会・自然科学を含めた実証科
学（サイエンス）のことを意味した。学問によって
事物の真の姿を理解し、それにもとづいて自ら判断
するという意味で、実学の精神は独立自尊の精神と
表裏一体のものとした。』
筆者は本学において、地球環境問題および持続可
能性課題から見た環境配慮の工業経営について履
修生が具体的に考察できる能力を修得することを
達成目標としている。履修生は 各専攻学科の基礎
から学び、高度の技術・工学的な 専門学科までを
修得する途上の 2，3 年生が大半である。履修生
が在学中に真の実学センスを磨くことが卒業後、実
社会の要請に応えることに繋がると確信する。
３．結論 
Steve Jobs は 2010年 6月 7日 iPhone4 発表会
場での次のようなキーノートスピーチをした；
“We’re not just a tech company, even though we 
invent some of the highest technology products 
in the world. It's the marriage of that plus the 
humanities and the liberal arts that 
distinguishes Apple. We’ve always tried to be at 
the intersection of technology and liberal arts, to 
be able to get the best of both, to make extremely 
advanced products from a technology point of 
view, but also have them be intuitive, easy to use, 
fun to use, so that they really fit the users – the 
users don’t have to come to them, they come to 
the user.” 
彼の“the humanities and the liberal arts”の視
座は現代の実学の根底におかれるべき基盤と思わ
れる。人間性は時代を超える不変の指針であり、現
代におけるリベラルアーツには地球環境リテラシ
ーが含まれると筆者は考える。現代のリベラルアー
ツの代表例として地球温暖化と気候変動問題が挙
げられる。
2015 年末に地球温暖化と気候変動について国連
気候変動枠組条約・パリ協定書が採択された。これ
は大気中の温室効果ガス濃度を絶対量で大幅かつ
急速に削減することを目的とする。その主要点は次
の 2 点である。①世界 196 加盟国は今世紀中に地
238 Bulletin of Tokyo Denki University, Arts and Sciences No.14 2016
と考える。
米国の環境教育 NPO：The National 
Environmental Education 
Foundation’s Environmental Literacy の web 
掲載 Report ・抜粋； 
『 (Report defines an environmentally literate 
person as someone who “… makes informed 
decisions concerning the environment; is willing 
to act on these decisions to improve the 
well-being of other individuals, societies, and the 
global environment; and participates in civic life”. 
In short, an environmentally literate student has 
a basic understanding of environmental  issues 
and principles, and is able to leverage that 
knowledge to deal with the myriad social and 
environmental issues of today’s globalized 
world.)』 
２．本論 
筆者はこの 7 年間、期末考査問題への解答傾向
を省察し、履修生たちに実学と環境リテラシーの双
方について基本的な理解不足があると考えている。
そのため、実学と環境リテラシーの関係性の考察は
更に困難となっている。従って履修生は博物館の見
学報告や、参考文献の読後小論文を単独に取り上げ
た場合、比較的に良く解答できるが、専攻学科を事
例にした実学と環境リテラシーを結び付ける応用
課題についての考察は難しくなるようである。
工学は、科学・技術を社会にどう実装するかとい
う普遍的課題をもつ。履修生は地球環境問題及び人
間文明の持続可能性の課題が深刻化する現代社会
において工学、技術を学んでいる時代背景を真に理
解する必要がある。シラバスではそれを講義前半に
取りあげている。実学の定義は広辞苑、第 6 版に
よれば、①空理・空論で無い実践の学。②実際に役
立つ学問。応用を旨とする科学。法律学、経済学、
医学、工学の類とある。実学尊重の慶応義塾ホーム
ページは次の情報を開示している。『(福澤は「独立
自尊」を掲げ、何者にもよりすがることなく、また
既成概念にとらわれず合理的に考えることの重要
性を唱え、身をもってそれを示した。そして、常に
その基本においたのが「実学」の精神であり、福澤
にとって実学とは、単に日常に役立つ学問というこ
とではなく、人文・社会・自然科学を含めた実証科
学（サイエンス）のことを意味した。学問によって
事物の真の姿を理解し、それにもとづいて自ら判断
するという意味で、実学の精神は独立自尊の精神と
表裏一体のものとした。』
筆者は本学において、地球環境問題および持続可
能性課題から見た環境配慮の工業経営について履
修生が具体的に考察できる能力を修得することを
達成目標としている。履修生は 各専攻学科の基礎
から学び、高度の技術・工学的な 専門学科までを
修得する途上の 2，3 年生が大半である。履修生
が在学中に真の実学センスを磨くことが卒業後、実
社会の要請に応えることに繋がると確信する。
３．結論 
Steve Jobs は 2010年 6月 7日 iPhone4 発表会
場での次のようなキーノートスピーチをした；
“We’re not just a tech company, even though we 
invent some of the highest technology products 
in the world. It's the marriage of that plus the 
humanities and the liberal arts that 
distinguishes Apple. We’ve always tried to be at 
the intersection of technology and liberal arts, to 
be able to get the best of both, to make extremely 
advanced products from a technology point of 
view, but also have them be intuitive, easy to use, 
fun to use, so that they really fit the users – the 
users don’t have to come to them, they come to 
the user.” 
彼の“the humanities and the liberal arts”の視
座は現代の実学の根底におかれるべき基盤と思わ
れる。人間性は時代を超える不変の指針であり、現
代におけるリベラルアーツには地球環境リテラシ
ーが含まれると筆者は考える。現代のリベラルアー
ツの代表例として地球温暖化と気候変動問題が挙
げられる。
2015 年末に地球温暖化と気候変動について国連
気候変動枠組条約・パリ協定書が採択された。これ
は大気中の温室効果ガス濃度を絶対量で大幅かつ
急速に削減することを目的とする。その主要点は次
の 2 点である。①世界 196 加盟国は今世紀中に地
球平均気温の上昇を 18 世紀工業化前に比べ＋2℃
を目指し、できれば＋1.5℃達成に努力する。②温
室効果ガスの人為的排出と吸収を今世紀の後半 50
年以内 に平衡させる。即ち、ネット・ゼロエミッ
シヨンで ある。これは現代文明システムにおける
エネルギーと物質の使用に大変革を迫るものであ
る。21 世紀グローバル社会における真の実学につ
いて省察すると、環境科学の基礎知識が非常に重要
であることを痛感する。それが環境技術および環境
工学の基盤となる。しかし本学では環境科学の履修
が一年次の共通必須科目でない。科学技術社会論に
ついても同様である。学生が各専攻学科を学びつつ
それを時代の要請に適合した真の実学に高め建学
精神を体現するには、これら関係諸学科の履修体系
における何らかの実効的補強が不可欠と思われる。 
一方、平成２７年（２０１５年）７月２９日、日
本学術会議、電気電子工学委員会、電気電子工学分
野の基準検討分科会は次の提言を報告した；『電気
電子工学は、物理学、数学を活用して、社会が必要
とする「もの」および「こと」を作り出す学術体系
である。それ故に、将来にわたっても、境界領域・
融合領域における新たな学術分野の創成に寄与し
ていくことが求められる』 これは電気電子工学に
限らず、多くの技術・工学分野にも当てはまるであ
ろう。日本学術会議は次世代技術・工学について、
具体的に次世代エネルギーシステム、次世代自動車
技術、水素社会技術、再生可能エネルギー開発、要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
素技術開発（新素材、低炭素・脱炭素化、軽量化、
バッテリ電動化）、ICT 情報科学、AI、ロボット工
学を含む IoT 技術開発などを挙げている。これらは
何れも社会が必要とする「もの」および「こと」を
創りだす境界領域・融合領域における新たな実学創
成に関わる。パリ協定書と次世代技術・工学は密接
な関係を持つ。若い世代のしなやかな発想は実社会
の既成概念にとらわれず自由に真の学術に結びつ
くであろう。そのためには、「社会の動向をよく知
る」ことが不可欠である。日本の産官学界は 20 世
紀前半まで、先進諸国におけると同様に地球環境課
題を社会規範から一般に「外部化」してきた。現在
はこの政策から、それを「内部化」する方向に大き
く舵を切っている。これは科学、技術、工学に と
って非常に大きなパラダイム転換である。筆者は、
実学と地球環境リテラシーは「社会をよく知る」こ
とから始まり、それを基に真の実学の発展へ向かう
と確信している。 
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